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問題と目的

対話的な学びが推進されている一方，学校教育で

は子供の社会性の低下が問題とされてきた（菅田 , 
2008; 国立教育政策研究所 , 2011）。文部科学省

（2017）は，子供に期待する資質・能力を，予測困

難な社会の変化に主体的に関わり，よりよい社会と

幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるよう

にすること，と規定している。学校には，変わり続

ける状況に対応する資質・能力を育むことが期待さ

れるが，西田・北島（2005）は，予測不能な状況に

置かれると人は不安感や困難を経験することを明ら

かにしている。そこで注目されているのが，やり方

を知らないことに挑戦し，集団としての協働を学習

していく即興演劇手法「インプロ・ゲーム」（ロブマ

ン&ウィンドクゥスイト，2016）である。有元（2019）
は教育実践の中にあるパフォーマンスの重要性を指

摘し，教育とは皆が共同でリスクを支えあいながら

発達する実践であると述べている。ここではリスク

を，予測できない物事に挑戦することで生じる不安

感や困難と定義する。協働の学習であるインプロ・

ゲームの導入によって，生徒の社会性に起因するリ

スクは低減するだろうか。本研究では，社会性の向

上を期待して実施する高等学校の授業におけるイン

プロ・ゲームの効果と影響を明らかにし，対話的な

学びの学習環境デザインを検討する際の基礎資料と

することを目的とする。 
方 法

2018 年 12 月に首都圏にある定時制公立高等学校

の生徒 32 名（男子 20 名，女子 12 名）を対象に，

インプロ・ゲームを用いた授業を実施した。授業者

は著者であり，授業では，即興での協働を必要とす

る 6 つのインプロ・ゲームを実施し，各ゲームのリ

スク得点を質問紙で調査した。実施したゲームは（1）
ラインアップ，（2）ミートゥー，（3）ペンのダンス，

（4）ぱんぱっちんどん，（5）ブラインドジャンプ，

（6）一音ソングであった。リスク得点は「1 全くリ

スクを感じない」「2 あまりリスクを感じない」「3 ど
ちらともいえない」「4 ややリスクを感じる」「5 非
常にリスクを感じる」の 5 件法で回答を求めた。リ

スク得点の回答は，各ゲーム終了直後に逐次行い，

終了後，「リスクについて感じたことと授業の感想」

を自由記述形式での回答を求めた。 
結 果

まず，インプロ・ゲームのリスクを検討するため，

得られた自由記述（27 個）をインプロに対する「快

感情」と「不快感情」の 2 群に分類し，どちらにも

当てはまらないもの（8 個）は分析対象から除外し

た。一連の処理は実施者及び心理学を専攻する大学

院生 2 名，大学教授 1 名で行い，不一致の箇所は合

議により決定した。快・不快群とリスク得点の間で

対応のない t 検定を行った結果，リスク得点は快群

よりも不快群の方が有意に高かった（t（18）=11.25，
p<.01）（Table 1）。 

 
次に，インプロ・ゲームに対する学習者の捉え方

を検討するため，算出したリスク得点の中央値を除

いた上で，リスク低群・高群に二分し，自由記述の

内容を上述の通り複数の合議に基づき比較した。リ

スク低群では「楽しい」，高群では「難しい」という

内容の記述が多く見られた。各群の自由記述例を以

下の Table 2 に示す。 

 
考 察

インプロ・ゲームに対して快感情を抱いている生

徒のリスクが低く，不快感情を抱いている生徒のリ

スクが高いことから，社会性の向上を期待してイン

プロ・ゲームを実施しても，生徒みなの社会性に関

するリスクが低下するわけではなく，ゲームそのも

のがリスクである層もいることが明らかになった。

これはゲームという構造のもつ成功・失敗，上手い・

下手の自他への明確な可視性のためだと推察される。 
次に，同じインプロ・ゲームをしても楽しさを感

じる者と困難さを感じる者がいることが明らかにな

った。ここから，同じ活動をしていても学習者によ

って学習の体験が異なっていたことが示唆される。 
結局筆者は授業者として，一部の生徒の社会的な

リスクを高め，不快な感情を与えていたことになる。

有元（2019）は「教える」ということを教師にも同

時に学習が引き起こされ，学習が必要とされる「場」

であると述べている。本研究から、教師に取って何

より重要なのは、学習者の多様性を把握し，教師も

含んだ皆が支え合うことでやり方を知らないことに

挑み，学習できる場づくりをしていくことであると

改めて思い知らされた。

　

M SD M SD t値
リスク得点 12.11 3.48 18.60 5.04 11.25**

**p <.01

Table1 リスク得点と快群・不快群のt検定の結果

快群 不快群

リスク得点 自由記述例

楽しさにも変わるしリスクにも変わる。リ
スクは楽しさと紙一重であるように感じた

みんなでやったから楽しかった。

みんなとコミュニケーションをとらないと
難しい

本当に難しい。歌もジャンプも。

その他
3（11） みんなでやるのは難しい/楽しくやれた

n =27 ※数字は記述された数，カッコ内は割合(%)を示す

低群
13（48）

高群
11（41）

Table2 リスク得点高群・低群の自由記述例
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問題と目的

学習指導要領において性に関する内容は各学年で

取り扱われているものの（森, 2016）それらは，明確な

内容を示していないと斎藤（2018）は指摘する。また，

性について教え方が分からない（佐光, 2014）という

指導者側の課題もあげられる。そこで，性について学

習する授業デザインの一助になることを目指し，本研

究では対話に着目した。「対話」とは，ルールと目的を

設定した上で行われる正解のない他者との言葉のやり

取りと定義する。本研究の目的は，「対話」に基づく効

果的な性教育を検討するにあたり潜在している課題に

着目し，今後の性教育デザインの基礎研究とすること

である。 
方 法

2018 年 10 月から 11 月上旬にかけて首都圏の大学

生（女性 166 人，男性 169 人）を対象に自記式の質問

紙調査 1を実施した。有効回答者は 300 名（平均年齢

20.01 歳）であった。質問項目を Table 1 に示す。 
 
 
 
 
 
 
質問紙調査から得られた記述は，意味のあるまとま

りを 1 切片とし，KJ 法を援用して分類した。 
結果と考察

女性が男性に月経について話すことができるかにつ

いては，「話せる」が 14 人（10%）「関係性 
による」が 102 人（76%）「話せない」が 19 人

（14%）であった。一方男性が女性に月経について聞く

ことが出来るかについては，「聞ける」11 人（7%）

「関係性による」93 人（56%）「聞けない」61 人

（37%）という結果だった。各項目の記述の内容を

Table 2，Table 3 に示す。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
女性は恥ずかしさという感情や、話す相手と自分

との関係性によって話しやすさが変化する。一方、男

性は聞く相手との関係性に加え、月経に関する話をモ

ラル・プライバシーの問題として捉え，女性に比較し

て話せないと感じている割合が高い傾向にあることが

推察される。この結果から，性に関する捉え方や抵抗

感の度合いは男女間で異なる可能性が明らかになっ

た。 
総合考察

月経に対する捉え方に性差がある結果と男性の 4割

が異性の性について聞けないと回答した結果から，児

童生徒にとって性に関する内容を異なる異性と「対話」

することはリスクが大きいことが示唆された。よって、

性差によるリスクを踏まえた上で「対話」に基づく授

業デザインの検討が必要である。 

1 調査を実施する際，倫理的配慮とし「月経を経験し

たことがある方」「月経を経験したことがない方」の 2
つの質問用紙を配布し，該当する方のみを回答するよ

う求めた。 

Table 1.大学生への質問項目

（女性）あなたは月経であることを男性に話すこと
ができますか。

（男性）あなたは女性に月経であることを聞くこと
はできますか。

①はい ②いいえ ③関係性による ④その他

（共通）具体的な理由を教えてください。

Table 2. 記述の内容（女性）

項　目 記述の内容

恥ずかしいと思わないから

体調が悪くなるから言う

彼氏には言えるが父親には言えない

身体の状態を把握してほしい人にはいう

普段一緒にいる友達になら言える

恥ずかしいから言えない

女としてのアピールになる

言える

関係性
による

言えない

Table 3. 記述の内容（男性）

項　目 記述の内容

体調の変化があると心配だから

性行為ができないかもしれないから

彼女にはきけるが女友達には聞けない

下ネタなどが言える関係なら聞ける

相手が嫌なら聞かないしオープンなら聞ける

デリカシーが疑われる

身体に関して他者が踏み込む必要を感じないから
言えない

言える

関係性
による
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